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日本のEISCATプロジェクト用HP：
http://www.nipr.ac.jp/~eiscat/

EISCAT協会のホームページ：
http://www.eiscat.com/

EISCATプロジェクト

・1980年代前半から観測開始。
・日本の加盟は1996年。
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EISCAT_3D計画の背景

・EISCATリモートサイト（キルナ、ソダンキラ）のUHF帯
周波数保護が2010年3月で終了。
・トロムソのUHF帯送信周波数ライセンスも2013年以降
は不確定。
・1980年代から使用中のアンテナ設備の老朽化（特に
駆動系や送信機）
・無人化を含む運用省力化や連続運用化の必要性
・観測性能（時間/空間分解能）向上の必要性

→次世代型の高機能レーダーを用いた新たな展開が
不可欠に
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EISCAT_3D デザインスタディ
が推奨するシステム

送・受信局

直径120 m (約16,000本のアンテナ）

コアとなる送・受信局
• 視野角： FWHM ~ 0.75°（現UHFレーダーとほぼ同じ）
• 周波数220-250 MHz（波長1.2-1.36 m）
• 出力： > 100 GW m2 (現ＶＨＦレーダーよりも1桁大きく）
• Interferometry手法により150 mの空間分解能

リモートサイトの受信局
• 8000本のアンテナで構成
• 送・受信局から東と南方向に約110 km, 250 kmの距離に
設置

データ
• 一時的に各サイトに保存できる量： 100 TB

• 1000 TB (1 PB)のアーカイブを送・受信局に設置

EISCAT_3D は中心となるデータ及びオペレーションセン
ターを持つ。できれば学術研究機関のそばに設置。 4



タイムライン

・ 2005年5月-2009年4月: FP6 Design Study （終了）
EU から2.0Mユーロのサポート（全体の約半分）

・ 2010年10月-2014年9月: FP7 Preparatory Phase

EU から4.5Mユーロ（約5億円）のサポート
・ 2014年-2015年: Construction Phase（予定）
・ 2016年-2045年: Operational Phase （予定）

初期費用：約130億円
• 観測所のインフラ整備： 5.3 Mユーロ

• 送・受信局の建設： 48.7 Mユーロ

• 受信局（4局）の建設： 63.0 Mユーロ

• データ処理・運用センター： 0.5 Mユーロ

→合計： 117.5 Mユーロ

年間運用費用：約3億円 5



WP1: Project management and 

reporting

WP2: Legal and logistical issues

WP3: Science planning and user 

engagement

WP4: Outreach activities

WP5: Consortium building

WP6: Performance specification

WP7: Digital signal processing

WP8: Antenna, front end & time 

synchronisation

WP9: Transmitter development

WP10: Aperture synthesis imaging radar

WP11: Software theory and 

implementation

WP12: System control

WP13: Data handling and distribution

WP14: Mass production and reliability

Preparatory Phase

ESFRIの指揮による新しい研究設備の建設実現に向けて、
・計画のサポート体制の強化、
・法律上及び財務上のレベルの向上、
・政治的及び（必要に応じて）技術的な仕事
・計画推進・決定に必要なすべての出資者の取り込み、
などを行う。
（ESFRI : European Strategy Forum on Research Infrastructures）

EISCAT_3DにおけるPreparatory Phaseの内容
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48本の八木アンテナによる試験＠キルナ
（220-240 MHzの周波数帯）
2007年10月に最初のテスト

LOFAR 受信システムを用いた
EISCAT_3D プロトタイプアンテナ

（直径約50 m）

EISCAT_3Dプロトタイプ受信局の建設のため
に、計635 kユーロ（約7000万円）の予算がフィ
ンランド（SGO & Oulu Univ.）に付いた（2010年
6月）。フィンランドのソダンキラ/キルピスヤル
ビに設置予定。

プロトタイプアンテナ

EISCAT_3Dデザインスタディ時

LOFAR: LOw Frequency Array、電波天文学用
のアンテナで、欧州各所に設置予定
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EISCAT_3Dにおけるサイエンストピック
の例（WP3の内容の一部）：

- Atmospheric Coupling

- Space Plasma Physics

- Small-scale structure

- Large-scale processes

- The Geospace Environment

日本の研究者の貢献に期待！

EISCAT_3Dユーザーミーティング
＠ウプサラ（スウェーデン）でのサイエンスの議論

（第1回2009年5月、第2回2010年5月）

今後はトピックを絞ったミーティングも開催予定
（2011年5月＠ウプサラを予定）。 8



EISCAT研究集会（STEL研究集会）
・MTI研究集会やIMAP研究集会との共同開催
・場所：NiCT

・日にち：2010年12月6-8日（12月8日を予定）
・内容：
（1）DELTA-2ロケットキャンペーン観測による研究成果発表、
（2）れいめい衛星との共同観測による研究成果発表、
（3）EISCATスヴァールバルレーダーによる1年間連続観測
データの概要と、そのデータを用いて得られた研究成果発表、

を中心に、EISCATを含む北欧観測に関連する幅広い研究発表を行う。それらの発

表内容を基に、解析データの詳細な検証や、他の結果との関連性の議論、学術論
文などの研究成果発表に関する打ち合わせも行う。

EISCAT研究集会（極地研研究集会）
・場所：極地研（予定）
・日にち：2011年2-3月頃
・内容：2010年度のEISCAT活動報告や、EISCAT_3Dを含む
将来の北極研究・観測の議論を中心に行う予定。 9



EISCAT協会のホームページ：
http://www.eiscat3d.se/

EISCAT_3D計画用HP

EISCAT_3D計画用HP：
http://www.nipr.ac.jp/~eiscat/eiscat3d/
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